
１． 点検した橋梁の概要

○ 点検した６４橋のうち、コンクリート橋は３０橋、鋼橋は３４橋であり、鋼橋が５３％を占める。

○ 橋長は１５ｍ未満が２１橋、１５ｍ以上が４３橋であり、１００ｍ以上の長大橋が２橋ある。

○ 供用年は２０年以下の橋梁が１６橋で、２０年以上の橋梁が半数以上を占める。

○ 供用年不明橋（コンクリート橋）が７橋あり、橋長１５ｍ未満、供用年は概ね３０年以上経過として
集計する。
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２． 供用40年以上の橋梁数の推移

○ 供用４０年以上の橋梁は現在１０橋であるが、１０年後には３４橋、２０年後には５１橋と増加する。

○ ２０年後には８０％の橋梁が供用４０年以上と増加する。
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３． 橋長１５ｍ以上の点検結果

○ 橋長１５ｍ以上の橋梁は４３橋あり、コンクリート橋は１６橋、鋼橋は２７橋である。

○ 供用年は１０年から４０年までに多くが存在している。

○ 点検による判定区分では、追跡調査が必要な「ｃ」ランクの橋梁がもっとも多いが、補修の検討
が必要な「ｄ」、「ｅ」ランクの橋梁が１０橋存在する。
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４． 橋長１５ｍ未満の点検結果

○ 橋長１５ｍ未満の橋梁は２１橋あり、コンクリート橋は１４橋、鋼橋は７橋である。

○ 供用年は３１年以上４０年が１１橋と５割以上を占める。

○ 点検による判定区分では、追跡調査が必要な「ａ～ｃ」ランクの橋梁が多いが、補修の検討が必
要な「ｄ」、「ｅ」ランクの橋梁が５橋存在する。

○ 供用年不明橋（コンクリート橋）が７橋あり、橋長１５ｍ未満、供用年は概ね３０年以上経過として
集計する。
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